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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤（Ｒ）緑（Ｇ）青（Ｂ）の３原色の各信号に対応する３つの単位表示素子がデルタ配
列されてなる多数の単位表示素子を備える表示装置への画像の表示を制御する画像表示制
御装置であって、
　ＲＧＢからなる各画素が格子状に並ぶ画像データを入力する画像データ入力手段と、
　前記３つの単位表示素子のうち水平方向の２つを１組とした１組の単位表示素子で画像
の１画素分を構成すると共に垂直方向の残余の１つの単位表示素子で画像の１画素分を構
成することにより前記１組の単位表示素子と前記残余の１つの単位表示素子とが格子状に
並ぶように設定し、前記１組の単位表示素子にそれぞれ前記入力された画像データの対応
する画素の対応する色の輝度値を設定し、前記残余の１つの単位表示素子に前記入力され
た画像データの対応する画素の対応する色の輝度値を設定する画像描画手段と、
　を備える画像表示制御装置。
【請求項２】
　請求項１記載の画像表示制御装置であって、
　前記２つは、赤（Ｒ）と青（Ｂ）の単位表示素子であり、
　前記残余の１つは、緑（Ｇ）の単位表示素子である
　画像表示制御装置。
【請求項３】
　前記画像描画手段は、前記入力された画像データにフィルタ処理を施した処理後画像デ
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ータに対して描画する手段である請求項１または２記載の画像表示制御装置。
【請求項４】
　コンピュータを、請求項１ないし３いずれか１項に記載の画像表示制御装置として機能
させるためのプログラム。
【請求項５】
　赤（Ｒ）緑（Ｇ）青（Ｂ）の３原色の各信号に対応する３種の単位表示素子がデルタ配
列されてなる表示装置への画像の表示を制御する画像表示制御方法であって、
（ａ）ＲＧＢからなる各画素が格子状に並ぶ画像データを入力し、
（ｂ）前記３つの単位表示素子のうち水平方向の２つを１組とした１組の単位表示素子で
画像の１画素分を構成すると共に垂直方向の残余の１つの単位表示素子で画像の１画素分
を構成することにより前記１組の単位表示素子と前記残余の１つの単位表示素子とが格子
状に並ぶように設定し、前記１組の単位表示素子にそれぞれ前記入力された画像データの
対応する画素の対応する色の輝度値を設定し、前記残余の１つの単位表示素子に前記入力
された画像データの対応する画素の対応する色の輝度値を設定する
　画像表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示制御装置およびプログラム並びに画像表示制御方法に関し、詳しく
は、３原色の各信号に対応する３つの単位表示素子がデルタ配列されてなる多数の単位表
示素子を備える表示装置への画像の表示を制御する画像表示制御装置およびコンピュータ
を画像表示制御装置として機能させるためのプログラム並びに画像表示制御方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の画像表示制御装置としては、ＲＧＢの各信号に対応する３つのドットが
デルタ配列された表示装置（プラズマディスプレイパネルや液晶ディスプレイなど）に画
像を表示するものが提案されている（例えば、特許文献１参照）。この装置では、デルタ
形を形成するＲＧＢの３つのドットにより画面の１画素を構成して、画像を表示するもの
としている。
【特許文献１】特開２００３－２４１７１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、一般に、デルタ配列の表示デバイスは、縦長のＲＧＢのドットが横並びに配
列されているストライプ配列の表示デバイスに比して、表示できるドット数が少ない傾向
にあるため、ＲＧＢの３つのドットで画像の１画素分を構成するものでは、視覚上の解像
度が低くなり、表示品質が低下する。これに対して、ＲＧＢの３つのドットの各々で１画
素分を構成することも考えられるが、ＲＧＢの各信号のうち各ドットが対応する信号以外
の信号は使用されないから、実際に画面に表示する画像に対して約３倍のサイズの画像を
入力する必要があり、使用するメモリの容量が大きくなったり処理負担が増加してしまう
。また、デルタ配列の構造上、偽色の発生などを抑制するためのフィルタリングを行なう
必要が生じるが、ＲＧＢの３つのドットの各々で１画素分を構成する場合には、フィルタ
の演算処理が複雑となり、更に処理負担が増加する。
【０００４】
　本発明の画像表示制御装置およびプログラム並びに画像表示制御方法は、デルタ配列の
表示装置の表示画質をより良好なものとすることを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の画像表示制御装置およびプログラム並びに画像表示制御方法は、上述の主目的
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を達成するために以下の手段を採った。
【０００６】
　本発明の画像表示制御装置は、
　３原色の各信号に対応する３つの単位表示素子がデルタ配列されてなる多数の単位表示
素子を備える表示装置への画像の表示を制御する画像表示制御装置であって、
　画像データを入力する画像データ入力手段と、
　前記３つの単位表示素子のうちの２つを１組として該２つで画像の１画素分を表示する
と共に残余の１つで画像の１画素分を表示するよう前記入力された画像データに基づく画
像を描画する画像描画手段と、
　を備えることを要旨とする。
【０００７】
　この本発明の画像表示制御装置では、画像データを入力し、デルタ配列された３原色の
各信号に対応する３つの単位表示素子のうちの２つを１組としてこの２つに画像の１画素
分を表示すると共に残余の１つに画像の１画素分を表示するよう入力された画像データに
基づく画像を描画する。これにより、３つの単位表示素子を１組としてこの３つで画像の
１画素を表示するものに比して表示画質をより良好なものとすることができる。また、３
つの単位表示素子の各々で画像の１画素を表示するものに比して入力すべき画像データの
サイズを小さくしたり演算量を少なくしたりすることができる。
【０００８】
　こうした本発明の画像表示制御装置において、前記２つは、赤（Ｒ）と青（Ｂ）の単位
表示素子であり、前記残余の１つは、緑（Ｇ）の単位表示素子であるものとすることもで
きる。これは、人間の眼の感度（視感度）は緑色が赤色や青色よりも高いことに基づく。
これにより、表示画質をさらに良好なものとすることができる。
【０００９】
　また、本発明の画像表示制御装置において、前記画像描画手段は、前記１組の単位表示
素子と前記残余の１つの単位表示素子とが格子状に並ぶよう該１組の単位表示素子を設定
して描画する手段であるものとすることもできる。こうすれば、入力した画像データの処
理をより簡素なものとすることができる。この態様の本発明の画像表示制御装置において
、前記画像描画手段は、前記入力された画像データにフィルタ処理を施した処理後画像デ
ータに対して描画する手段であるものとすることもできる。こうすれば、フィルタ処理の
演算をより簡素なものとすることができる。
【００１０】
　本発明のプログラムは、
　コンピュータを、上述した各態様のいずれかの本発明の画像表示制御装置として機能さ
せることを要旨とする。
【００１１】
　このプログラムは、コンピュータが読み取り可能な記録媒体（例えばハードディスク、
ＲＯＭ、ＦＤ、ＣＤ、ＤＶＤなど）に記録されていてもよいし、伝送媒体（インターネッ
トやＬＡＮなどの通信網）を介してあるコンピュータから別のコンピュータへ配信されて
もよいし、その他どのような形で授受されてもよい。このプログラムを一つのコンピュー
タに実行させるか又は複数のコンピュータに各ステップを分担して実行させれば、上述し
た画像表示制御装置として機能するため、該制御装置と同様の作用効果が得られる。
【００１２】
　本発明の画像表示制御方法は、
　３原色の各信号に対応する３種の単位表示素子がデルタ配列されてなる表示装置への画
像の表示を制御する画像表示制御方法であって、
（ａ）画像データを入力し、
（ｂ）前記３つの単位表示素子のうちの２つを１組として該２つで画像の１画素分を表示
すると共に残余の１つで画像の１画素分を表示するよう前記入力された画像データに基づ
く画像を描画する
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　ことを要旨とする。
【００１３】
　この本発明の画像表示制御方法によれば、画像データを入力し、デルタ配列された３原
色の各信号に対応する３つの単位表示素子のうちの２つを１組としてこの２つに画像の１
画素分を表示すると共に残余の１つに画像の１画素分を表示するよう入力された画像デー
タに基づく画像を描画する。これにより、３つの単位表示素子を１組としてこの３つで画
像の１画素を表示するものに比して表示画質をより良好なものとすることができる。また
、３つの単位表示素子の各々で画像の１画素を表示するものに比して入力すべき画像デー
タのサイズを小さくしたり演算量を少なくしたりすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を図面を用いて説明する。図１は、本発明の
一実施形態である画像表示制御装置２０が組み込まれた表示装置１０の構成の概略を示す
構成図であり、図２は、液晶ディスプレイ１２のＲＧＢの各ドット１２Ｒ，１２Ｇ，１２
Ｂの配列を説明する説明図である。
【００１５】
　本実施形態の画像表示制御装置２０は、図示するように、３原色の各ＲＧＢ信号に対応
する３つのドット（サブピクセルともいう）がデルタ配列された多数のドットが形成され
た液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）１２への画像の表示を制御するものとして構成されており
、メモリカード１４と接続してメモリカード１４からの画像の入力を司るメモリカードイ
ンタフェース（Ｉ／Ｆ）２２と、メモリカードＩ／Ｆ２２を介してメモリカード１４から
のデジタル画像（以下、画像という）を読み出して描画バッファ２４に描画する画像描画
部３０と、ユーザからの指示に伴って画面に表示する文字や記号などのオブジェクトを描
画バッファ２４に描画するＵＩオブジェクト描画部４０と、描画バッファ２４に描画され
た画像のＬＣＤ１０への転送を司るＬＣＤインタフェース（Ｉ／Ｆ）２６と、メモリカー
ドＩ／Ｆ２２や画像描画部３０，ＬＣＤＩ／Ｆ２６，ＵＩオブジェクト描画部４０を制御
する描画制御部４２と、ユーザにより操作される操作ボタンからの操作信号を入力するＵ
Ｉ入力部４４と、ＵＩ入力部４４からの操作信号を入力して描画制御部４２に制御信号を
出力するＵＩ制御部４６と、を備える。
【００１６】
　画像描画部３０は、メモリカードＩ／Ｆ２２から入力され各種フォーマット（例えば、
ＪＰＥＧやＧＩＦなどのフォーマット）でエンコードされている画像をデコードする画像
デコード部３２と、画像デコード部３２によりデコードされた画像のサイズを変換する画
像リサイズ部３４と、リサイズされた画像にフィルタ処理を施すためのフィルタリング部
３６と、フィルタ処理後の画像を描画バッファ２４に描画するサブピクセルレンダリング
部３８と、を備える。
【００１７】
　画像リサイズ部３４は、描画制御部４６から指定された画像のサイズに基づいて画像デ
コード部３４から入力した画像のサイズをリサイズしてフィルタリング部３６に出力する
ものとして構成されており、実施例では、画像デコード部３２によりデコードされた画像
のサイズを描画制御部４６から指定されたサイズに対して水平（横）方向に１ピクセル多
く垂直（縦）方向に２倍となるサイズ（例えば、指定されたサイズが６４０×４８０のＶ
ＧＡサイズのときには、６４１×９６０のサイズ）にリサイズする。図３に、リサイズ後
の画像データを示す。図３では、説明の都合上、描画制御部４６からの横が４ピクセルで
縦が２ピクセルの４×２のサイズの指定に対して横が５ピクセルで縦が４ピクセルの５×
４のサイズにリサイズした。
【００１８】
　フィルタリング部３６は、画像リサイズ部３４から入力された画像に対してフィルタ処
理を行なってサブピクセルレンダリング３８に出力するものとして構成されており、実施
例では、次式（１）～（３）を用いて横方向に隣接する２つの画素の輝度値の平均をとる
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ことにより行なう。ここで、式（１）～（３）中の「Ｐｒ（ｘ，ｙ）」は画像リサイズ部
３４から入力した画像の座標（ｘ，ｙ）における赤（Ｒ）の輝度値を示し、「Ｐｇ（ｘ，
ｙ）」は入力した画像の座標（ｘ，ｙ）における緑（Ｇ）の輝度値を示し、「Ｐｂ（ｘ，
ｙ）」は入力した画像の座標（ｘ，ｙ）における青（Ｂ）の輝度値を示す。また、「Ｑｒ
（ｘ，ｙ）」はフィルタ処理後の画像の座標（ｘ，ｙ）における赤（Ｒ）の輝度値を示し
、「Ｑｇ（ｘ，ｙ）」はフィルタ処理後の画像の座標（ｘ，ｙ）における緑（Ｇ）の輝度
値を示し、 「Ｑｂ（ｘ，ｙ）」はフィルタ処理後の画像の座標（ｘ，ｙ）における青（
Ｂ）の輝度値を示す。図４は、フィルタ処理前の画像データとフィルタ処理後の画像デー
タとを示す説明図である。図中、「Ｒ００～Ｒ３３」は赤（Ｒ）の輝度値を示し、「Ｇ０
０～Ｇ３３」は緑（Ｇ）の輝度値を示し、「Ｂ００～Ｂ３３」は青（Ｂ）の輝度値を示す
。こうしたフィルタ処理により画像リサイズ部３４から入力された画像データから横方向
に１ピクセルだけ少ないサイズの画像データが生成されることになる。
【００１９】
　Qr(x,y)←[Pr(x,y)+Pr(x+1,y)]/2  (1)
　Qg(x,y)←[Pg(x,y)+Pg(x+1,y)]/2  (2)
　Qb(x,y)←[Pb(x,y)+Pb(x+1,y)]/2  (3)
【００２０】
　サブピクセルレンダリング部３８は、フィルタリング部３６から入力されたフィルタ処
理後の画像を描画バッファ２４に描画するものとして構成されており、描画制御部４２に
より制御される。このサブピクセルレンダリング部３８の動作についの詳細については後
述する。
【００２１】
　描画制御部４２は、メモリカードＩ／Ｆ２２と画像リサイズ部３４とサブピクセルレン
ダリング部３８とＬＣＤＩ／Ｆ２６との間で制御信号をやり取りできるようになっており
、ＵＩ入力部４４からの操作信号に応じた制御信号をＵＩ制御部４６から受け取って、メ
モリカードＩ／Ｆ２２に対して指定された画像の読み出しを指示したり、画像リサイズ部
３４に対して読み出した画像を描画するサイズを指定したり、サブピクセルレンダリング
部３８に対して画像を描画バッファ２４に描画する座標を指定してその描画を指示したり
、ＵＩオブジェクト描画部４０に対してＵＩ入力部４２からの操作信号に応じて画像と共
にＬＣＤ１２に表示する記号や文字などの描画を指示したり、ＬＣＤＩ／Ｆ２６に対して
描画バッファ２４上のデータのＬＣＤ１２への転送を指示したりする。
【００２２】
　次に、こうして構成された本実施形態の画像表示制御装置２０の動作、特に、サブピク
セルレンダリング部３８の動作について説明する。図５は、サブピクセルレンダリング部
３８により実行されるレンダリング処理の一例を示すフローチャートである。この処理は
、描画制御部４２から画像の描画が指示されたときに実行される。
【００２３】
　レンダリング処理が実行されると、サブピクセルレンダリング部３８は、まず、フィル
タリング部３６からフィルタ処理後の画像データ（輝度値Ｑｒ（ｘ，ｙ），Ｑｇ（ｘ，ｙ
），Ｑｂ（ｘ，ｙ））を入力し（ステップＳ１００）、インデックス値ｙを値０に初期化
すると共に（ステップＳ１１０）、インデックス値ｘを値０に初期化する（ステップＳ１
２０）。続いて、インデックス値ｘが奇数か否かを判定し（ステップＳ１３０）、インデ
ックス値ｘが奇数のときには次式（４）～（６）を用いて座標（ｘ，ｙ）におけるＲＧＢ
の各描画用輝度値Ｒｒ（ｘ，ｙ），Ｒｇ（ｘ，ｙ），Ｒｂ（ｘ，ｙ）を設定し（ステップ
Ｓ１４０）、インデックス値ｘが奇数でない即ち偶数（０も含む）のときには次式（７）
～（９）を用いて座標（ｘ，ｙ）におけるＲＧＢの各描画用輝度値Ｒｒ（ｘ，ｙ），Ｒｇ
（ｘ，ｙ），Ｒｂ（ｘ，ｙ）を設定し（ステップＳ１５０）、原点（０，０）を描画制御
部４２から描画を指定された座標として描画バッファ２４における座標（ｘ，ｙ）に描画
用輝度値Ｒｒ（ｘ，ｙ），Ｒｇ（ｘ，ｙ），Ｒｂ（ｘ，ｙ）を書き込む（ステップＳ１６
０）。図６は、画像の各画素とＬＣＤ１２の各ドット１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂとの対応関
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係を示す説明図であり、図７は、画像のレンダリングの様子を示す説明図である。ステッ
プＳ１３０～Ｓ１５０の処理は、図示するように、ＬＣＤ１２の各ドット１２Ｒ，１２Ｇ
，１２Ｂのうち赤（Ｒ）のドット１２Ｒと青（Ｂ）のドット１２Ｂとを１組として２つの
ドット１２Ｒ，１２Ｂで画像の１画素分を構成し、残りの緑（Ｇ）のドット１２Ｇで画像
の１画素分を構成するように各描画用輝度値Ｒｒ（ｘ，ｙ），Ｒｇ（ｘ，ｙ），Ｒｂ（ｘ
，ｙ）を設定することにより行なわれる。従って、ＲＧＢの３つのドット１２Ｒ，１２Ｇ
，１２Ｂを１組として画像の１画素分を構成するものに比して視覚上の解像度は約２倍と
なる。また、図６に示すように、３つのドット１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂはデルタ配列され
ているが、ドット１２Ｒ，１２Ｂの１組として考えるとドット１２Ｒとドット１２Ｂとの
組とドット１２Ｇとは格子状に並ぶから、同じく各画素が格子状に並ぶ画像データと簡単
に対応付けることができ、前述したフィルタリング部３６で用いるフィルタを簡素なもの
とすることができる。なお、赤（Ｒ）のドット１２Ｒと青（Ｂ）のドット１２Ｂとで画像
の１画素分を構成すると共に緑（Ｇ）のドット１２Ｇだけで画像の１画素分を構成するの
は、人間の眼の感度（視感度）はＲＧＢのうち緑（Ｇ）が最も高いため、画素間の輝度差
を小さくすることができることに基づいている。
【００２４】
　Rr(x,y)←Qr(x,2y)　  (4)
　Rg(x,y)←Qg(x,2y+1)　(5)
　Rb(x,y)←Qb(x,2y)    (6)
　Rr(x,y)←Qr(x,2y+1)　(7)
　Rg(x,y)←Qg(x,2y)　  (8)
　Rb(x,y)←Qb(x,2y+1)  (9)
【００２５】
　座標（ｘ，ｙ）に対してＲＧＢの各描画用輝度値Ｒｒ（ｘ，ｙ），Ｒｇ（ｘ，ｙ），Ｒ
ｂ（ｘ，ｙ）の書き込みを行なうと、インデックス値ｘを値１だけインクリメントし（ス
テップＳ１７０）、インデックス値ｘが画像リサイズ部３４でリサイズされた画像の横方
向のサイズｗから値１を減じたもの（実施例ではｗを値５としたから値４）よりも大きい
か否かを判定し（ステップＳ１８０）、否定的な判定がなされたときにはステップＳ１３
０に戻ってステップＳ１３０～Ｓ１８０の処理を繰り返し、ステップＳ１８０で肯定的な
判定がなされたときにはインデックス値ｙを値１だけインクリメントし（ステップＳ１９
０）、インデックス値ｙが画像リサイズ部３４でリサイズされた画像の縦方向のサイズｈ
から値１を減じたもの（実施例ではｈを４としたから値３）よりも大きいか否かを判定し
（ステップＳ２００）、否定的な判定がなされたときにはステップＳ１２０に戻ってステ
ップＳ１２０～Ｓ２００の処理を繰り返し、ステップＳ２００で肯定的な判定がなされた
ときには本処理を終了する。図８に、レンダリング処理前の画像データとレンダリング処
理後の画像データとを示し、図９に、図３の画像データによりＬＣＤ１２で表示される画
像を示す。
【００２６】
　ここで、本実施形態の構成要素と本発明の構成要素との対応関係を明らかにする。本実
施形態のメモリカードＩ／Ｆ２２が「画像データ入力手段」に相当し、サブピクセルレン
ダリング部３８を備える画像描画部３０が「画像描画手段」に相当する。なお、本実施形
態では、画像表示制御装置２０の動作を説明することにより本発明の画像表示制御方法の
一例も明らかにしている。
【００２７】
　以上詳述した本実施形態の画像表示制御装置２０によれば、ＬＣＤ１２のＲＧＢの各信
号に対応するドット１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂのうち赤（Ｒ）のドット１２Ｒと青（Ｂ）の
ドット１２Ｂの２つを１組としてこの２つのドット１２Ｒ，１２Ｂで画像の１画素分を構
成すると共に緑（Ｇ）のドットだけで画像の１画素分を構成するようメモリカードＩ／Ｆ
２２を介して入力した画像を描画するから、ＲＧＢの３つのドットを１組としてこの３つ
のドットで画像の１画素分を構成するものに比して表示画質をより良好なものとすること
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ができる。しかも、ＲＧＢの３つのドットの各々で１画素分を構成するものに比してレン
ダリング処理で用いる画像データのサイズを小さくすることができるから、必要なメモリ
の容量や処理負担を低減することができる。さらに、ＲＧＢのうち赤（Ｒ）のドット１２
Ｒと青（Ｂ）のドット１２Ｂの組で１画素を構成し視感度が高い緑（Ｇ）のドット１２Ｇ
だけで１画素するから、画素間の輝度差をより小さくすることができ、表示画質をさらに
良好なものとすることができる。また、ドット１２Ｒとドット１２Ｂの組とドット１２Ｇ
とが格子状に並ぶように各画素を構成するから、同じく各画素が格子状に並ぶ画像データ
と簡単に対応付けることができ、フィルタリング部３６で用いるフィルタを簡素なものと
することができ、演算負担をより低減することができる。もとより、視覚上の解像度が同
一のストライプ配列の表示デバイスに比してドット数を少なくすると共に開口率を高めて
輝度をより向上させることができる。
【００２８】
　本実施形態では、フィルタリング部３６のフィルタ処理は水平（横）方向に隣接する２
つの画素の輝度値の平均をとることにより行なうものとしたが、これに限定されるもので
はなく、例えば、周知の３×３画素のフィルタを用いて輝度値を平均化するなど、他の如
何なるフィルタリング手法を用いるものとしてもよい。
【００２９】
　本実施形態では、図６に示すようにＲＧＢの各信号に対応するドット１２Ｒ，１２Ｇ，
１２Ｂのうち赤（Ｒ）のドット１２Ｒと青（Ｂ）のドット１２Ｂの２つを１組としてこの
２つのドット１２Ｒ，１２Ｂで画像の１画素分を構成すると共に緑（Ｇ）のドットだけで
画像の１画素分を構成するよう画像を描画するものとしたが、図１０に示すように緑（Ｇ
）のドット１２Ｇと青（Ｂ）のドット１２Ｂを１組としてこの２つのドット１２Ｇ，１２
Ｂで画像の１画素分を構成すると共に赤（Ｒ）のドット１２Ｒだけで画像の１画素分を構
成するよう画像を描画するものとしてもよい。これは、視感度は、ＲＧＢのうち青（Ｂ）
が最も低いから、青（Ｂ）のドット１２Ｂだけで１画素分を構成するよりも、実施例のよ
うに青（Ｂ）のドット１２Ｂを赤（Ｒ）のドット１２Ｒと組み合わせて１画素分を構成し
たり青（Ｂ）のドット１２Ｂを緑（Ｇ）のドット１２Ｇと組み合わせて１画素分を構成し
たりする方が高精彩な表示が可能であることに基づく。なお、こうした理由から表示画質
は落ちるものの、赤（Ｒ）のドット１２Ｒと緑（Ｇ）のドット１２Ｇを１組としてこの２
つのドット１２Ｒ、１２Ｇで画像の１画素分を構成すると共に青（Ｂ）のドット１２Ｂだ
けで画像の１画素分を構成するよう画像を描画しても差し支えない。
【００３０】
　本実施形態では、表示デバイスとして液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）１２を用いるものと
したが、これに限定されるものではなく、プラズマディスプレイパネルや有機エレクトロ
ルミネッセンスパネルなど３原色の各信号に対応する３つのドットがデルタ配列されたも
のであれば如何なるタイプの表示デバイスとしても構わない。
【００３１】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に何ら限定さ
れることはなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の態様で実施し得ることは勿論で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の一実施形態である画像表示制御装置２０が組み込まれた表示装置１０の
構成の概略を示す構成図。
【図２】液晶ディスプレイ１２の各ドットの配列を説明する説明図。
【図３】リサイズ後の画像データ。
【図４】フィルタ処理前の画像データとフィルタ処理後の画像データを示す説明図。
【図５】レンダリング処理の一例を示すフローチャート。
【図６】画像の各画素とＬＣＤの各ドットとの対応関係を示す説明図。
【図７】レンダリングの様子を示す説明図。
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【図８】レンダリング前の画像データとレンダリング後の画像データを示す説明図。
【図９】ＬＣＤ１２の表示の様子を示す説明図。
【図１０】変形例の画像の各画素とＬＣＤの各ドットとの対応関係を示す説明図。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　表示装置、１２　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ　ドッ
ト、１４　メモリカード、２０　画像表示制御装置、２２　メモリカードインタフェース
（Ｉ／Ｆ）、２４　描画バッファ、２６　ＬＣＤインタフェース（Ｉ／Ｆ）、３０　画像
描画部、３２　画像デコード部、３４　画像リサイズ部、３６　フィルタリング部、３８
　サブピクセルレンダリング部、４０　ＵＩオブジェクト描画部、４２　描画制御部、４
４　ＵＩ入力部、４６　ＵＩ制御部。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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和蓝色（B）的点12B的集合构成，并且由于一个像素仅由高视觉灵敏度
的点12G形成，可以使像素之间的亮度差更小，并且可以使图像质量更
令人满意。 Ž
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